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「Workshop on Social Design for Social Innovations: Traffic and Transportation in Ahmedabad」  
参加学生募集要項 

 

１ 旅行期間 
平成２７年１２月７日（月）～平成２７年１２月２０日（日） １４日間（予定） 

  ※教員の同行あり。 
   
２ 募集人員 
  ４名程度 
 
３ 応募資格 
  以下の条件を全て満たすこと。 

① 本学の正規生 

② 研究科長及び主指導教員が推薦する者 

③ 学生教育研究災害傷害保険（以下「学研災」という。）及び学研災付帯賠償責任保険（以下 

「付帯賠責」という。）に加入している者 

④ ワークショップ参加に必要な英語力を有する者 

⑤ 日本国籍を有する者又は日本への永住を許可されている者 
 
４ 支援内容： 

① 往復航空券（エコノミークラス）の支給 
本学が手配し e-ticket（変更不可）を各参加者に交付する。 

② 本学が指定する宿泊施設の提供 
宿泊先は本学が手配しワークショップ開始前に各参加者に通知する。 

③ 海外旅行保険 
本学が手配し保険証書を各参加者に交付する。注 1） 

④ 予防接種料注 2）、旅券（パスポート）交付手数料注 3）及び査証申請手数料注 4） 
   

上記以外は参加者負担とする。注 5） 
     

注1） AIU海外旅行保険 インフィニティプラン S12 
保険内容の詳細は http://www.aiu.co.jp/travel/price/plan/study-price.html 参照。
申込希望者は、参加申請書にその旨記入すること。個人負担にて他の海外旅行保険に加入
することは妨げない。なお、海外旅行保険に加入しない者の参加は認めない。 

注2） 予防接種を受けることは任意とするが、経費支援の対象となるのは下記で推奨されている
ものに限る。接種にかかる交通費は、本学が認める場合を除き支援対象外とする。 

在インド日本大使館 
http://www.in.emb-japan.go.jp/Japanese/Medical_New/vaccines2.html 

是非接種 A型肝炎、腸チフス 

接種を検討 B型肝炎、破傷風、日本脳炎、狂犬病 

注3） ワークショップ参加のため新規にパスポートを申請する場合、有効期限が 5年のものに限
り経費支援の対象とする。 

注4） 査証申請については本学が指定する旅行会社を通じて一括して行う。査証申請にあたり必
要となる書類はおって通知するが、パスポートの旅行会社への一時提出（２週間程度）が
必要となるので留意すること。（査証申請中はパスポートの使用はできない。） 

注5） 学内選考の上、所定の成績要件を満たす者に対し、日本学生支援機構海外留学支援制度に
よる奨学金（６万円）を支給する。 

 
 
 

http://www.aiu.co.jp/travel/price/plan/study-price.html
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５ 応募方法 
  ワークショップに参加を希望する者は、主指導教員及び研究科長の承認を得て下記３点の書類を揃

えて国際交流課へ提出すること。 
① 参加申請書 
② 学研災及び付帯賠責加入時の領収書の写し 
③ 成績証明書 

 
６ 応募締切 
  平成２７年１０月１６日（金）１７時 
 
７ 選考方法 
  専門分野・志望理由・英語力等により総合判断する。 
  ※ 選考にあたっては、平成 27年度夏期集中講義「科学技術世界展開(L224)」の受講者、TOEIC600 

点以上の英語力を有する者を優先する。 
 
８ 申請結果の通知 
  平成２７年１０月下旬までに本人宛に通知する。 
 
９ 報告書の提出 
  ワークショップに参加した者は、所定の様式により、ワークショップ終了後１か月以内に報告書を

提出しなければならない。 
 

１０ 日程表（予定） 

年月日 スケジュール 宿泊先 

2015.12.7（月） 
小松空港発 
*社会人コース学生が参加する場合は成田/羽田発着となる。 

成田/羽田空港着 

 
東京泊 

2015.12.8（火） 成田/羽田空港発 
アーメダバード着 

インド工科大学 
ガンディナガール校 
ゲストハウス泊(予定) 

2015.12.9（水） 
｜ 

2015.12.18（金） 

ワークショップ参加 
① 日印双方の教員によるプレゼンテーション 
② 日印双方の学生がチームを組みグループ演習 
③ 発表会 

等 

同上 

2015.12.19（土） アーメダバード発 機中泊 

2015.12.20（日） 成田/羽田空港着 
小松空港着 

 

※ 日程についてはフライトの混雑状況等によって若干の変更が生じる場合がある。 
※ 本学が指定する宿泊施設以外での宿泊は認めない。 

 
１１ その他 

 本ワークショップは、平成 27年度夏期集中講義「科学技術世界展開（L224）」における国際
交流実践対象セミナーとして開催する。（「科学技術世界展開」履修登録者以外の申込みも可
能。） 

 インド渡航にかかる諸手続（査証申請等）の詳細については、参加者の決定後に対象者へ   
通知する。 

 
（本件に関する問い合わせ先） 
 国際交流課国際学術係 
 TEL：0761-51-1947/4947  E-mail：i-gakuju@jaist.ac.jp 


